
研究主題                                    様式２－２                             

Ｐ １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※苦手な子どもにとって、距離走は意欲につな 
がりにくいと考える 

 
３ 生徒会専門部による集会 
 ○望ましい生活習慣の育成、ネットトラブル等の抑制

の観点から、生徒主体の下記集会を開催した。 
  ①ＳＮＳによるソーシャルスキル 
   ～ネットトラブルに関する寸劇を通して～ 
  ②メッセージアプリでの悪口・仲間外れ 
 
●工夫したこと（＆苦労した点）――――― 
①「ますますマッスルタイム」は、昨年度まで部活動ご
との取り組みだった。より効果的に取り組むために、
部活動単位ではなく全生徒・全教職員で取り組むこと
を年度当初に職員で共通理解をして実施してきた。 

②「授業の充実」では、年度当初に中止予定だった『強
歩大会』を、12月24日に実施した。短縮授業等練習時
間の確保や個人カードの活用で意欲の喚起をした。 

③「生徒会専門部による集会」では、望ましい生活習慣
の育成、ネットトラブル等の抑制の観点から、生徒会
主体の集会を開きより良い使用法や留意点を全校で考
えさせた。 

 Check：取組の成果             
①前年度までに比べ、実施種目もわかりやすくなり、取
り組みやすくなった、と職員の声もいただいた。また、
生徒も「う～ん、きつい」と言いながらも一生懸命に
取り組む姿が見られた。 

②授業における補強運動は毎時間行なうことができた。 
また、強歩大会は雨天のため中止になり事前練習のみ
となったが、ほとんどの生徒が目標距離をクリアする
ことができ、体力アップの一助となった。 

③生徒集会を通じて、より良い使用法や時間等を考えさ
せることは大変意義があったと思う。『心の健康』なく
しては、体力アップも望めないと考える。 
 

 Action：今後の課題            
①どの運動や取り組みも時間の確保、マンネリ化、運動
強度、レベルの見直し等の課題がある。 

②２回目の体力測定ができていないため、具体的な効果
がわからないままである。３学期中に測定を行い、比
較検討していきたい。 

 Plan：取組時の課題と計画           
1 取組時の課題 
近年の体力テストの結果をみると、男女とも８種目中、

平均６種目で全国平均を上回っている。 

全国平均を下回っている種目から“体幹の筋力”“柔軟

性”“瞬発力”を高める必要がある。 

また、生活アンケートから、スマホやタブレット機器
等の使用時間が多く、不規則な生活をする生徒がいるこ
ともわかり、実態把握に努めなければならない、と感じ
た。 
 
2 取組の計画 
① 『ますますマッスルタイム』の実施 

  ・週１回、全校生徒・全教職員で筋力・体幹トレー
ニングに取り組む。 

② 体育授業の充実 

  ・毎時間、ランニングや筋力トレーニングに取り組
む。 

③ 生徒会専門部を中心とした生徒集会の実施 
・ネットモラルに関する集会 

 ・全校マッチの企画・運営 
 

 Do：実践内容               
 
1 『ますますマッスルタイム』 
（1）取り組み方法の改善 

①時間の確保 
・清掃を水曜日のみ簡易清掃とし、15分間の 
活動時間を確保した。 

  ②運動内容について（詳細はＰ２） 
   ・腕立て伏せ、腹筋、背筋の３種目、および体 

幹トレーニングをそれぞれ４段階の強度 
（レベル）で設定した。 

③生徒の自主的な活動へ 
・生徒会専門部の活動に取り入れ、生徒主体の 
 活動にした。 

 
２ 授業の充実 
（1）毎時間の授業での補強運動 

・ランニング、腕立て伏せ、腹筋、背筋のトレーニ
ングおよび柔軟運動を取り入れた。 

(2)『強歩大会』の実施 
①練習について 
 ・12/ 7～ 短縮授業とし、練習時間の確保 
 ・月、火、木、金の放課後、20分間走（延べ９回） 
②意欲の喚起 
・個人カードの作成 ・距離走ではなく時間走 

大分県竹田市立都野中学校 

テーマ 楽しみながら、健康・体力づくりに励む生徒の育成 

全校生徒数 ２４名（男子１４名 女子１０名） 

全クラス数 ４ 教職員数 １１名（内体育科１名） 

体育推進教員名 西森 訓秀 

 

楽しみながら、健康・体力づく

りに励む生徒の育成 

◎体力向上の取組がもたらす波及効果 
○体力向上や健康増進について生徒会での活動に取り
入れるなどすることによって、生徒の自己管理能力の
育成が期待できる。 
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ますますマッスルタイム 

 

 

① ６／１６（火）実施 

○ＳＮＳについて考えてみよう 

Ａ：よいところ・よくないところ 

Ｂ：２つの意味に受け取れる言葉  「なんで来たん？」・「今日はいいよ」 

  Ｃ：今後、大切にしたいこと・気をつけたいことは？ 
 

②１０／２０（火） 

○ささいなことでも誤解や感情の行き違いが生じやすいラインなどグループトーク 

Ａ：メッセージを送るとき、誤解を与えないようにするためにはどうしたらよいだろうか？ 

Ｂ：どんなルールがあると気持ちよくグループトークができるだろうか？ 
Ｃ：もし誤解されたり、メッセージを見てイラッとしたりしたらどうしたらよいだろうか？ 

メディアに関わる集会での生徒資料の一部（形態：協調学習） 

 


